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１．参加した動機
　今回ユニバー選考を受け、大会に臨んだのは、1年の海外生活を終えた後で、もう一度世界の舞台で走りたいという気持ちがあったからです。留学中に競技レベルが劇的に上がったわけではありませんでしたが、純粋に再び海外のレースの楽しさを味わいたいと思っていました。

２．本戦まで

　2012年になってからユニバーまでは3月のインカレまでがトレーニングの面でもコンディションの面でもピークでした。その後就職活動を終えた途端気が抜けてしまい、5月からトレーニングを再開してもなかなか本調子がでませんでした。しかし国内での駒ヶ根合宿や富士合宿で今までにないメニュー量をこなしたことで多少体力面での不安を取り除けました。今回のユニバーでは海外レースを楽しんで走ることが目的だったので、怪我をせずに本戦までもっていけたのは良かったと思います。
３．本戦

ロング
一番重きを置いていたスプリントに万全の体調臨めるよう、参加しませんでした。
スプリント
序盤は、予想以上に入り組んだ住宅街と階段を使ったコースに苦戦しました。その時スピードは出せなくても慎重にルートを通ったことで大きなミスがなく済みました。途中海外選手の集団とパックになりましたが、速さはついていけても、地図を読む速さは圧倒的に負けていると感じました。しかし目標であった「半分より上の順位に入る」をほぼ達成できたのはよかったです。
ミドル
序盤のロングレッグでポストが見つからず非常に焦ってしまいました。海外選手に次々追い越されてさらに焦り、むやみに動いたためさらにミスタイムを重ねました。終盤でもポストの位置を確認しなかったために見つけられず、何度も同じところにアタックし直してしまいました。焦ったときにとりあえず動いてしまうという自分の悪い癖を繰り返したレースでした。
リレー
当初希望者が多かった1走を走らせてもらえることになりました。そのため、「ついていけるまでついていく、離されたら焦らず自分のペースでレースをする」ことを目標にしました。早くも２ポで先頭集団とは離されてしまい、ほどんど一人旅になりましたが、その後他の人に惑わされずにレースできたことで、終盤に再び中間の集団に追いつくことができました。そのため、タイムもキロ8.5分くらいでレースできました。
４．感想

ミドル以外は満足がいく結果が出せたこと、やはり海外レースは楽しいと思えたことからレース自体には満足しています。ユニバーには世界トップレベルの選手も中堅レベルの選手もいますが、やはり自分の実力では海外の選手には及ばず、JWOCの時に感じた壁を今回も同様に感じました。

しかしやはり海外でオリエンテーリングするというのは非常に楽しいことだと思います。スペインのサボテンが生えているような灼熱のテレイン、スウェーデンの平らで湿地ばかりのテレイン、イギリスのヒースで覆われた高地テレインなどは日本では絶対に経験できません。行ってみないのはもったいないですよ。海外テレインを経験すると、日本でのオリエンテーリングもまた新鮮に感じられるのもいい点だと思います。
JWOCやWUOCに限らず、オーリンゲンなど、より多くの人が海外レースを経験してその楽しさを知ってほしいと思いました。
５．最後に

　国内合宿を運営してくださったスタッフのみなさん、西脇さん、大西さん、トレーニングキャンプに来てくださった小山さん、最後まで面倒を見てくださった吉田コーチ、ユニバーメンバーのみんな、応援してくださった皆さんに感謝します。ありがとうございました。
